
 

 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
春
陽
会
の
牟
田
で
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
、
新
し
い
年
を
ど
の
よ

う
に
迎
え
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

昨
年
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
は
い
ま
だ
続
い
て
お
り
、
ハ
マ
ス
と

イ
ス
ラ
エ
ル
の
武
力
衝
突
は
、
ど
の
沼

状
態
で
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

国
内
で
は
、
与
党
が
過
半
数
を
割

り
、
政
局
は
不
安
定
な
状
態
に
な
り
ま

し
た
。
年
明
け
早
々
、
ア
メ
リ
カ
で

は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
誕
生
し
ま
す
。 

 

こ
の
様
な
先
の
見
え
な
い
情
勢
の
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
衛
隊
福
岡
病
院

に
と
っ
て
は
良
い
話
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
建
て
替
え
工
事
が
本
格
的
に

始
ま
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
現
職

時
代
、
建
て
替
え
業
務
に
最
初
か
ら
携

わ
っ
た
者
と
し
て
は
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
病
院
長
と
お
話
し
し
た
際

に
、
令
和
十
一
年
三
月
開
院
予
定
と
お

聞
き
し
ま
し
た
。
完
成
が
、
待
ち
遠
し

い
気
が
い
た
し
ま
す
。 

 

さ
て
今
年
は
ど
の
よ
う
な
年
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
国
内
政
治
の
安
定
と

世
界
に
お
い
て
も
争
い
の
な
い
穏
や
か

な
年
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
し
て
皆
さ
ん

の
一
年
が
息
災
で
あ
ら
れ
る
こ
と
を
祈

念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。 

を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
に
と
っ
て
心
穏
や
か
な
一

年
に
な
る
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 
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シ
ス
テ
ム
の
換
装
（
電
子
カ
ル
テ

の
導
入
）
推
進
、
病
院
の
建
替
え

推
進
等
）
、
時
代
に
適
合
し
た
職

場
環
境
の
構
築
（
人
材
育
成
・
教

育
現
場
の
改
善
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
根
絶
、
働
き
方
改
革
等
）
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に

衛
生
機
能
の
変
革
の
推
進
で
は
、

有
事
の
際
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

D
a
m
ag
e
 
C
on
t
ro
l
 
S
ur
g
er
y

チ
ー
ム
等
の
要
員
指
定
と
積
極
的

な
訓
練
参
加
、
防
衛
省
の
有
識
者

会
議
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
輸
血

戦
略
へ
の
対
応
準
備
、
医
師
や
看

護
師
等
の
医
療
資
格
を
保
有
す
る

予
備
自
衛
官
の
戦
力
化
等
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
西
部
方
面
隊
の
衛

生
機
能
の
強
化
促
進
に
寄
与
し
て

参
り
ま
し
た
。 
 

本
年
創
立
七
十
周
年
の
節
目
の

年
を
迎
え
る
自
衛
隊
福
岡
病
院

は
、
こ
れ
ま
で
病
院
を
支
え
て
き

て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
、

地
域
の
皆
様
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
、
日
々
診
療
や
訓
練
に
邁
進

し
、
「
自
衛
隊
に
お
け
る
九
州
の

基
幹
病
院
と
し
て
自
衛
隊
員
は
も

ち
ろ
ん
国
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ

る
病
院
」
を
よ
り
一
層
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。
特
に
三
月
に
導
入

予
定
で
あ
る
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
を
円
滑
に
稼
働
さ
せ
医
療
の
質

を
大
幅
に
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
昨
年
着
手
し
た
病
院
建
替
え

工
事
に
つ
い
て
は
地
域
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
着

実
に
事
業
を
進
め
、
令
和
十
年
度

末
の
新
病
院
開
院
に
繋
げ
て
い
く

所
存
で
す
。
末
筆
な
が
ら
自
衛
隊

福
岡
病
院
が
西
部
方
面
隊
の
基
幹

病
院
と
し
て
、
そ
し
て
地
域
医
療

を
支
え
る
保
険
医
療
機
関
と
し

て
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に

引
き
続
き
職
責
を
全
う
す
る
こ
と 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
の
干
支
は
蛇
で
す
ね
。
自
衛

隊
福
岡
病
院
に
は
春
日
山
と
呼
ば
れ
る

区
域
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
所
は
ポ
ツ

ン
と
一
山
、
自
然
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
秋
に
は
栗
が
落
ち
、
タ
ヌ
キ
や
蛇

な
ど
小
動
物
が
住
み
、
隊
員
が
遭
遇
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
（
右
写
真
） 

 

医
療
で
蛇
と
言
え
ば
ギ
リ
シ
ャ
神
話

の
名
医
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
持
つ 

「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
で
す
が
、 

  
 

 

自
衛
隊
の
衛
生
き
章
は
同
じ
ギ
リ

シ
ャ
神
話
の
ヘ
ル
メ
ス
神
が
持
つ 

「
カ
ド
ゥ
ケ
ウ
ス
の
杖
」
で
す
。 

      

少
し
異
な
る
こ
の
二
本
の
杖
、
気
に

な
る
方
は
検
索
さ
れ
て
は
い
か
か
で

し
ょ
う
か
。 

【
第
二
回
福
病
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
】 

 
 

 

昨
年
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
装
置
が
更

新
さ
れ
ま
し
た
。
①

X
線
撮
影
装
置
②

M
R
I

撮
影
装
置
で
す
。
①
は
被
ば
く
量
が

グ
ッ
と
少
な
く
な
り
従
来
の
半
分
位
の

放
射
線
で
撮
影
で
き
ま
す
。
②
は
大
学

病
院
レ
ベ
ル
の
装
置
で
早
い
・
綺
麗
と

お
す
す
め
の
装
置
で
す
。
今
年
も
自
衛

隊
福
岡
病
院
を
ご
利
用
下
さ
い
。 

最先任上級曹長 

准陸尉 濱 良道 

 

謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

旧
年
中
は
多
く
の
ご
協
力
と
ご

支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
昨
年
の
国
際
情
勢
は
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
イ
ス

ラ
エ
ル
を
中
心
と
し
た
中
東
紛
争

が
長
期
化
し
、
世
界
の
分
断
・
不

安
定
化
が
継
続
し
ま
し
た
。
我
が

国
周
辺
に
お
い
て
も
、
北
朝
鮮
の

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
中
国
の
軍

事
力
の
増
強
と
台
湾
に
対
す
る
政

治
的
・
軍
事
的
圧
力
の
強
化
、
ロ

シ
ア
と
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
と
中
国

の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
強
化
に
加
え

て
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
の
影

響
等
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障

環
境
は
戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
な

状
況
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
医
療
現
場
に
お
い
て
は
、
医

師
の
働
き
方
改
革
、
健
康
保
険
証

が
マ
イ
ナ
保
険
証
化
す
る
な
ど
医

療
の
仕
組
み
が
大
き
く
変
わ
っ
た

一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
病
院
を
取
り
巻
く

環
境
の
中
、
自
衛
隊
福
岡
病
院

は
、
隊
員
や
地
域
の
住
民
の
皆
様

に
対
す
る
良
質
な
医
療
の
提
供
、

健
康
管
理
支
援
、
医
療
従
事
者
の

育
成
を
実
施
し
つ
つ
、
衛
生
機
能

の
変
革
（
有
事
に
お
い
て
危
険
を

顧
み
ず
に
任
務
を
遂
行
す
る
隊
員

の
生
命
・
身
体
を
救
う
組
織
へ
の

変
革
）
の
推
進
、
モ
ダ
ナ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
（M

R
I

の
換
装
、
医
療
情
報 

自衛隊福岡病院長兼 

春日駐屯地司令 

陸将補 森 知久 

春陽会会長 

牟田  直 
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准
看
護
学
院
は
令
和
六
年
十
一
月
七
日
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
悠
生
園
園
長
、
次
長
及
び
西
部
方
面
総
監

部
医
務
官 

河
野
一

佐
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
病
院
長
の
立
会

い
の
下
、
戴
帽
式
を

挙
行
し
ま
し
た
。 

 
第
四
十
九
期
学
生

三

十

一

名

は
、
教

務
班
長
か
ら
戴
帽

を
受
け
、
誓
い
の

詞
を
宣
誓
し
ま
し

た
。
同
月
十
二
日

よ
り
病
院
等
で
の

臨
地
実
習
が
開
始

さ
れ
、
准
看
護
師

へ
と
続
く
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。 

 

〈 

転
入
者 

〉 

 

〈 

転
出
者 

〉 

 

准
看
護
学
院
（
学
院
長
：
松
尾
二
佐
）
は
令
和
六
年

十
月
十
一
日
、
第
四
十
九
期
学
生
の
第
二
回
山
地
行
進

訓
練
（
宝
満
山
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
山
地
訓
練
は
最

先
任
上
級
曹
長
の
同
行
の
も
と
、
行
進
間
に
お
け
る
応

急
処
置
及
び
患
者
後
送
を
実
施
し
ま
し
た
。
病
院
長

（
森
陸
将
補
）
よ
り
激
励
を
い
た
だ
き
、
病
院
関
係
者

に
出
迎
え
ら
れ
、
参
加
者
全
員
が
完
遂
し
、
衛
生
救
護

陸
曹
に
必
要
な
資
質
及
び
識
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

自
衛
隊
福
岡
病
院
は
令
和
六
年
十
一

月
十
日
（
日
）
に
開
院
六
十
九
周
年
記

念
行
事
を
行
い
ま
し
た
。 

祝
賀
会
食
は
ロ
イ
ヤ
ル
チ
ェ
ス
タ
ー

に
て
執
り
行
わ
れ
、
日
頃
か
ら
自
衛
隊

福
岡
病
院
に
ご
理
解
と
ご
尽
力
を
頂
い

て
い
る
方
々
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
開
院
六
十
九

周
年
を
盛
大
に
祝
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

 

長年の自衛隊勤務 お疲れ様でした！ 

 

令
和
六
年
度
陸
上
自
衛
隊
演
習
に
お
い

て
、
技
能
（
公
募
）
予
備
自
衛
官
の
受
入

れ
、
戦
力
化
の
た
め
の
訓
練
を
担
任
・
実

施
し
ま
し
た
。
当
院
の
概
要
説
明
を
は
じ

め
、
院
内
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

複
数
名
同
時
患
者

受
入
れ
に
つ
い
て

の
机
上
検
討
及
び

そ
の
実
動
訓
練
を

通
し
て
、
相
互
理

解
を
図
る
と
と
も

に
、
顔
の
見
え
る

関
係
を
構
築
し
ま

し
た
。 

＃５ 

《
十
二
月
二
十
日
付
》 

看
護
部 

 

三
等
陸
佐 

西
川 

尚
子
（
三
宿
か
ら
） 

 

二
等
陸
尉 

飯
塚
穂
た
か
（
南
那
覇
か
ら
） 

《
十
二
月
二
十
日
付
》 

看
護
部 

 

一
等
陸
尉 

坂
元 

祥
子
（
福
岡
へ
） 

 

令
和
六
年
四
月
よ
り
準
備
工
事
を
開
始

し
、
新
病
院
建
替
に
向
け
て
進
め
て
お
り

ま
す
が
、
昨
今
の
建
設
業
界
の
実
情
に
よ

り
約
一
年
程
度
延
期
す
る
こ
と
と
な
り
、

令
和
十
年
度
末
の
開
院
を
目
指
し
、
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

【技能（公募）予備自衛官受入訓練（第１日目）机上検討】 

【新病院までの工程（予定）】 


